
株式会社中原建設

作業中の事故等を防ぐための
職場の安全対策ルール

第1条（目的）

第2条（基本方針）

2.全従業員は、常に危険を予測し、互いに注意喚起を行いながら作業を行う。

3.安全衛生責任者は、定期的に現場巡視を行い、危険箇所の早期発見と是正を行う。

第3条（安全管理体制）

2.職⾧は、毎日の朝礼・KY活動（危険予知活動）を実施し、作業内容に応じた危険ポイントの共有を行う。

3.作業員は、指示された安全手順を守り、安全保護具を正しく使用する。

第4条（基本的な安全対策）

2.整理整頓:資材・工具は定位置に保管し、通路・足元を常に安全な状態に保つ。

3.重機作業時の安全確保:作業範囲を明示し、立入禁止措置を徹底する。

5.電気・火気の取扱い:感電・火災防止のため、電源・燃料の管理を厳格に行う。

6.作業前点検:使用する機械・車両・工具類は毎朝点検し、異常があれば直ちに使用を中止する。

第5条（災害・ヒヤリハットの報告）

この規定は、労働災害の防止および安全で快適な職場環境を確保することを目的とし、現場における安全衛生
活動の基本的なルールを定めるものである。

1.「安全はすべてに優先する」を基本とし、作業の効率よりも安全確保を最優先とする。

1.現場ごとに安全衛生責任者を選任し、安全活動を統括する。

1.保護具の着用:ヘルメット・安全帯・安全靴・反射ベストを常時着用する。

4.交通誘導:一般車両・歩行者と作業員を確実に分離するよう誘導員を配置する。



2.「災害・ヒヤリハット報告書」に記録し、原因分析・再発防止策を全員で共有する。

3.災害防止策が完了した際は、現場代理人が確認を行い、是正報告書として保存する。

第6条（教育・訓練）

2.定期的に安全ミーティングを開催し、過去の災害事例やヒヤリハットを共有する。

第7条（遵守と処分）

2.全従業員は本ルールを理解し、常に安全第一の行動を心がけなければならない。

第8条（附則）

1.災害、またはヒヤリハットが発生した場合は、直ちに上⾧に報告する。

1.新規入場者には必ず安全衛生教育を実施する。

3.危険作業（高所・重機・交通規制など）に従事する者には、特別教育・資格の確認を行う。

1.本規定に違反し、安全を軽視する行為を行った者は、厳重注意または就業停止とする場合がある。

この規定は、令和2年4月1日より施行する。
現場の状況や、法令改正に応じて、適宜見直しを行うものとする。


